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みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

　未婚の男女に “出会いの場” を提供して、その後の幸せにつながってくれることを願って開催
します。今回は蓼科の素敵な会場で、ランチを楽しみながらのパーティー形式です。

　日　　時　　９月２８日（土）午前９時～午後４時　※諏訪湖ハイツ集合・解散
　会　　場　　エクシブ蓼科（茅野市北山）　※バス送迎をいたします
　対　　象　　�出会いを真剣に求めている２５歳から４０歳までの未婚の男女�

（岡谷市在住の方及び本事業初参加の方を優先）
　募集人員　　男女各１５名
　参 加 費　　男性３，０００円　女性２，０００円
　募集期間　　９月２日（月）～９月１３日（金）

「ハートリーフ事業」参加者募集

上記に関する申込み・問い合わせ先【市社協】TEL２４－２１２１　FAX２４－３５５５

『秋の家庭介護者の集い』参加者募集
　在宅介護をされている方を対象に、家庭介護者の集いを開催します。介護をされている皆さ
んの心身のリフレッシュと、交流の場となることを願っています。
　ケアマネージャーも参加します。
　日　　時　　10月4日（金）　午前８時３０分～午後５時（予定）
　場　　所　　安曇野方面（そば打ち体験、美術館見学を予定）
　対　　象　　在宅介護をされている方（１世帯１名の参加となります）
　参 加 費　　2,000円

　障害を持った方と地域のみなさんとのふれあいの中から、お互いの理解
を深め、障害者の社会参加を進めるためにふれあいの集いを開催します。
★主　　催　　岡谷市障害者福祉推進実行委員会
★日　　時　　９月２９日（日）午前９時３０分～午後２時
★集　　合　　午前９時３０分　市役所イベント広場
★場　　所　　土田園（塩尻市）
★参 加 費　　１，０００円
★参加条件　　「ふれあいの集い」の主旨に賛同される方
★申 込 み　　参加費を添えて市社協へお申込みください。
★申込開始　　９月９日（月）午前８時３０分～（定員になり次第締め切ります。）

ふれあいの集い〜ぶどう狩り〜参加者募集！

◆ 当日の日程 ◆
出発式
～バス移動～

ぶどう狩り・交流会
昼食・自由行動
～バス移動～

解　散

福祉バザーにご協力をお願いします！！
◆日　時　　１０月２６日（土）　午後１時～３時頃まで
◆場　所　　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）
　　　　　　　大会議室《中２階》・コンベンションホール《中３階》
◆主　催　　岡谷市障害者福祉推進実行委員会（市社会福祉協議会内）

寄付品の募集をしています。ご協力をよろしくお願いします！
募 集 品： 日常生活用品で衣食住に関係あるもの（衣料品・台所用品・電気

製品・子ども用品等）中古品・名入り品はご遠慮ください。
募集期間： １０月２５日（金）の午前中までに、おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）

へお持ちください。事業所からの寄付もお待ちしています。

福祉バザー

売上金は、障害者団体への助成や岡谷市障害者福祉推進実行委員会事業、
基金への積立等、障害者福祉のために活用させていただきます。
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岡谷市社会福祉大会 開催

　講演会では、大阪ボランティア協会常務理事の早瀬昇先生をお招き
し、「ボランティア活動は元気の素」と題し、講演をしていただきま
した。
　早瀬先生は、「ボランティア活動のテーマは、自由に自分の好きな
ことを選び活動することができる。ただ、燃えすぎて燃え尽きないよ
うにしなくてはいけない。無理をせず、楽しく活動してほしい。」と、
“笑い” を織り交ぜながら、軽快にお話をしてくださいました。

　８月３日（土）カノラホールに於いて「みんなで築く、みんなの福
祉、みんなの未来（あした）」を主テーマに、岡谷市社会福祉大会が
開催され、約 500 人のみなさんに参加していただきました。
　式典では、長年社会福祉事業に貢献された方々に表彰状が、多額の
寄付金・遺志金・義援金をご寄付いただいた方々には感謝状が贈呈さ
れました。

　今年度の社会福祉大会は “おかやボランティア連絡協議会結成１０
周年記念” として、「おかやボランティアアンサンブル」の皆さんに
記念演奏をしていただきました。
　その中で、おかやボランティア連絡協議会会長の武居進さんが作詞、
作曲をしてくださった「おかや市社協の歌」を初披露していただいた
ほか、誰もが聴いたことのある曲を演奏していただき、会場を盛り上
げていただきました。

　　障害者団体による作品販売
　ひだまりの家・希望の里つばさ・
エコファおかや・ソレイユ・れんげ
草の作品販売を行いました。

　　市民憲章唱和
　岡谷南部中学校３年生の高野愛奈
さんの前文朗読に続き、参加者全員
で市民憲章唱和を行いました。

　　感謝状贈呈
　義援金をご寄付いただいた方々を
代表して、岡谷せせらぎ会様に壇上
でお受けいただきました。
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平成25年度　岡谷市社会福祉大会 実践申し合わせ事項
・�市民総参加で、みんなが安心して暮らせる福祉のまちづくりに努めまし
ょう。

・�誰もがいきがいをもって、気軽に参加できるボランティア活動の輪を拡
げましょう。

・�地域の防災・災害時救援組織づくりを進め、普段から支え合い、助け合
いの地域づくりを推進しましょう。

・学校、地域等が協働して社会全体で子育て支援を推進しましょう。

・思いやりの心を育てる福祉教育を推進しましょう。

・�高齢社会を元気で明るく、いきいき過ごすために、地域で健康な体づく
りに取り組みましょう。

・共同募金運動に協力し、助け合いの輪を拡げましょう。
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福祉事業に貢献された個人・団体に表彰状・感謝状（敬称略）

　　おかやボランティアアンサンブルの皆さんによる記念演奏
　「この日のために何度も練習し、本番は最高の出来だった。」と武居会長。揃いの衣装で、明るく元気に“おか
やボランティア讃歌”“花は咲く”“琵琶湖周航の歌”など６曲の演奏をしていただきました。

　　実践申し合わせ事項確認
　「朗読の会まどか」渡辺始子さん
に朗読をしていただきました。
　会場のみなさんの拍手により、平
成 25年度の実践申し合わせ事項と
して承認されました。



市社協の情報はホームページでもご覧いただけます。www.okaya─shakyo.or.jp21　広報おかや9月号 2013

社協だより●ゆめ

申込み・問い合わせ　市社協　TEL２４－２１２１　FAX２４－３５５５

　市内にお住いの身体障害者手帳・療育手帳を所持している方で、ご自分で会場まで来ることのできる方を対象
に IT 講習会を開きます。

障害者 IT講習会受講者募集！

日　程　　☆カレンダー作成コース　　11/1　　11/8　11/15　11/22（金）
　　　　　☆年賀状作成コース　　　　11/29　12/6　12/13　12/20（金）
時　間　　午後1時30分～3時30分
会　場　　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）IT 研修室
定　員　　10名（定員になり次第締め切ります）
受講料　　1コース400円
※手話通訳・要約筆記通訳・ガイドヘルパーが必要な場合は、受講者が手配をしてください。
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